
第1部 オンデマンド配信

第2部 会場開催

第4部　会場開催

9:25 9:25 9:25 9:25

10:05 まとめ・質疑応答（5分） 10:05 まとめ・質疑応答（5分） 10:05 まとめ・質疑応答（5分）

10:10 10:10 10:10

10:15 まとめ・質疑応答（5分）

10:20 ポスター貼付

10:30

10:50 まとめ・質疑応答（5分）

10:55

11:00 まとめ・質疑応答（5分） 11:00 まとめ・質疑応答（5分）

11:05 11:05

11:10 まとめ・質疑応答（5分）

11:15

11:35 まとめ・質疑応答（5分）

11:40 アンケート記入・閉会

11:55 まとめ・質疑応答（5分） 11:55 まとめ・質疑応答（5分） 閉室

12:00 12:00

12:05 まとめ・質疑応答（5分）

12:10 アンケート記入・閉会

閉室

12:40 まとめ・質疑応答（5分）

12:45 アンケート記入・閉会

12:50 まとめ・質疑応答（5分） 閉室 12:50

12:55 アンケート記入・閉会

昼食会場として開放 13:10

第3部 会場開催

14:00

14:10

15:10

15:20

16:00 ポスター撤去

16:20

16:30

抄録発表

埼玉県ホームページに掲載

講　　 　師　国立保健医療科学院　院長　曽根　智史

配 信 期 間　令和6年2月5日（月）～29日（木）

日　　　 時　令和6年2月1日（木）9:25～16:30

会　　　 場　埼玉会館

第25回　埼玉県健康福祉研究発表会　プログラム

講演テーマ 「可視化と連携から目指す、公衆衛生の発展」

第１会場（ラウンジ） 第２会場（７Ａ会議室） 第３会場（７Ｂ会議室） 第４会場（４Ａ会議室） 第５会場（第１展示室）

1　健康寿命延伸に向けて
40分（4題）

寄居町健康づくり課
阿部大輔

5　精神保健福祉
40分（4題）

県立精神保健福祉セン
ター　濱田彰子

9　災害対応を考える
50分（5題）

県南部保健所
森田次郎

12　食品衛生・生活衛生
40分（4題）

県春日部保健所
小林昌代

4　データを活用した
検討・実践
50分（5題）

県衛生研究所　堀寛恵

6　医療機関との連携
50分（5題）

県本庄保健所
遠藤浩正

13　感染症
40分（4題）

県草加保健所
鈴木径子

10　検査・発生動向分析
50分（5題）

県薬務課　丹戸秀行

2　子どもの育成を促す
行政機関の役割
50分（5題）

越谷市保健総務課
髙森紀子

3　対象集団に合わせた
アプローチ
50分（5題）

川口市保健総務課
飯盛年子

14　公衆衛生従事人材育成
40分（4題）

県狭山保健所
田島貴子

7　施設との連携
50分（5題）

さいたま市保健所
星野由美子

11　業務改善・DX推進
50分（5題）

県幸手保健所
午来直之

8　効果的な普及啓発
40分（4題）

川越市国民健康保険課
佐藤尚美

ポスター閲覧

質疑応答
（20分）

ポスター閲覧

アンケート記入・閉会

　　メイン会場（小ホール）

開会

局長挨拶

舞台転換

ワークショップ「地域での実践から探る連携」（60分）

国立保健医療科学院　院長　曽根智史

舞台転換

シンポジウム「新たな公衆衛生の創造」（60分）

自治医科大学　看護学部長・大学院看護学研究科長　春山早苗

Ⅰ


